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複雑な現代社会の課題解決に向けて
～「協治」の担い手を育成する～

ガバナンス研究科長　長畑 誠

現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
、「
多
様
性
」
と
「
複
雑
性
」
と
い

う
二
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
皆
さ
ん
の
近
所
に
は
、
家
族
構
成
も

職
業
も
趣
味
嗜
好
も
ま
っ
た
く
異
な
る

多
様
な
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
夫
婦
と
子
ど
も
と
い
う

核
家
族
だ
け
で
な
く
、
若
い
単
身
世
帯

も
あ
れ
ば
、
高
齢
者
の
夫
婦
だ
け
、
あ

る
い
は
独
居
高
齢
者
の
世
帯
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
各
世
帯
の
生
計
手
段
は
バ
ラ
バ

ラ
で
、
出
身
も
ま
ち
ま
ち
。
場
所
に
よ
っ

て
は
外
国
籍
の
住
民
も
珍
し
く
な
い
で

し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
る
人

や
、
性
的
少
数
者
の
人
も
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
「
多
様
性
」
は
地
域

社
会
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
職
場
に
お

い
て
も
普
通
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
の
「
複
雑
性
」。
一
人
の
人
が
直

面
す
る
「
困
り
ご
と
」
は
、
社
会
に
お

け
る
多
様
な
諸
要
素
が
複
合
的
に
組
み

合
わ
さ
っ
て
生
じ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
単
な
る
医
療
・
公

衆
衛
生
と
経
済
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
私

た
ち
の
仕
事
や
暮
ら
し
、
地
域
社
会
そ

の
も
の
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
点
を
公
共

政
策
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
少
数
の
専
門

家
や
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

政
策
で
物
事
を
完
全
に
解
決
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
課
題
の
当
事
者
を
含

む
多
種
多
様
な
関
係
者
た
ち
が
協
働
し

て
考
え
、
計
画
し
、
決
定
し
、
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
、
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
明
治
大
学
公
共
政
策
大
学
院

ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

を
「
協
治
」
と
捉
え
、
多
様
な
関
係
者

に
よ
る
協
働
を
通
し
た
政
策
・
施
策
の
形

成
と
実
施
・
評
価
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
「
学
び
舎
」
も
ま
た
、

「
多
様
な
人
材
が
出
会
い
、
学
び
あ
う
場
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
治
学
・
行
政
学
・

社
会
学
等
の
学
問
的
修
養
を
積
ん
だ
教

員
と
と
も
に
、
行
政
や
市
民
社
会
の
現

場
に
お
け
る
実
務
経
験
の
豊
富
な
教
員

が
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
学
生
さ

ん
た
ち
も
ま
た
、
年
齢
も
職
業
も
経
験

も
、
国
籍
も
ま
ち
ま
ち
で
、
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
々
が
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
と
最
新
の
学
問
的
知
見
と
を
繋
ぎ
、

「
コ
ロ
ナ
後
」
の
現
代
社
会
の
諸
課
題
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
新
し
い
知
を
創
り
出

す
。
そ
う
し
た
刺
激
的
な
場
へ
、
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ガバナンス研究科の考え方
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多様な学生の「まなびあい」でコロナ後の社会を創造する

　専門職大学院ガバナンス研究科（公共政策大学院）は、新しい時代の政治や行政、公共の課題に対応
できる高度な知識と視野を備えたプロフェッショナルを育成する独立研究科です。
　本研究科の学生層は、地方議会議員や公務員、会社員、自営業の方、 福祉や防災、 国際協力等の専
門家、 NPOで活動する方、 そして将来公共政策に関連した職種に就くことを目指す学部卒業生など多様
です。また、教員は公共政策分野の第一線で活躍する実務家と、広範に学術的な知識を有した研究者が在
籍しています。これらの教員が技術と理論を架橋した実践的な教育を展開し、多種多様な背景を持った学
生がひとつの空間で対話しながら、まなびあい、直面する社会的課題の具体的な解決策を創造しています。
　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンライン授業が中心となりましたが、Zoomによ
るリアルタイム配信型授業により、学生と教員がリモートであっても活発に議論し「コロナ後」の公共政策
について学びを深めています。またオンライン談話室等を通じて学生同士の交流機会を設けるとともに、本
研究科の特長のひとつである視察型授業では、リモートによるバーチャルフィールドトリップを実施し、 日
本人学生に加えてコロナ禍で来日できずにいる留学生が母国から参加して学びあうなど、コロナ禍の中で
も新たな取り組みを行っています。
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